
調査期間：H29.4.18（火）～H29.5.10（水）
調査対象：沿線及び隣接地の地権者　482人

　　　（参考）
　　　　問４：事業に伴う土地の所有に関する現時点での意向

～概要版～
（都）益城中央線（県道熊本高森線）の整備に係るアンケート調査結果について

H29.6.14復興まちづくり課作成

①117人
34%

②3人
1%

③19人
5%

④11人
3%

⑤53人
15%

⑥125人
36%

⑦20人
6%

①道路面した土地に残りたい

②道路に面していない隣接地に残りたい

③別の地区に移りたい

④都計道にかからない土地を売却したい

⑤都計道にかからないため現状のままでよい

⑥現時点ではまだ判断できない

⑦未記入

≪結果概要（H29.6.14現在）≫

◆ 482人のうち 約７割（348人） の方が回答。

◆ 回答者のうち、“道路に面した土地に残りたい方”が 約３割 、

“現時点ではまだ判断できない方”が 約４割。

◆ 自由記載欄には、早期の道路幅提示及び交渉についての要請、並

びに残地及び隣接地の売却意向などの記載あり。

◆“未送付の方”や“現時点ではまだ判断できない方”も含め、個別

訪問により、６月末までに対象地権者の詳細な意向を把握する。

◆ 地権者の意向を踏まえ、直買、三者契約及び沿街事業など、９月

までに用地取得方針（案）の整理を行う。

◆ 建物調査等を早期に行うなど、個別の要請に柔軟に対応する。

◆ その他意見についても関係機関と連携し、丁寧に対応する。

≪今後の対応≫
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